
 

 

「竹あかり」に挑戦～高学年山編 
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今年から、野外教室・山編は新たな方法で取り組むことになりました。 

17日（金）、高学年では、竹をいかした「竹あかり」に挑戦しました。

今回の竹あかりの講師は、本田さんと松野さんです。また、ドリルやジ

グソーなど多くの機械を使うので地域のボランティアの方が９名来て

いただきました。子供たちは、3人 1 組で作品を作りました。初めは、

とても緊張しながら作業をしていたのですが、子供たちは、とても意欲

的に取り組みました。道具がないときには、どんな模様にしたらいいか

など話し合い、協力し合いながら取り組んでいました。とても素敵な作

品が完成しました。 

完成した竹あかりは、12 月 9 日、10 日の海陸大明神のお祭りで飾っ

ていただくことになっています。都合がつかれる方は、是非ご覧くださ

い。 

今回の竹あかりを実施するために、多くの方がお力を貸していただき

ました。指導してくださった本田さん、松野さんをはじめ、ボランティ

アのみなさん本当にありがとうございました。また、今回龍野小で初め

ての取組だということで、藤田先生の山都のご実家にお世話になり、竹

を切っていただきました。岩永先生、中原先生も一緒に行ってくださり、

竹を運んでくださいました。また、本田さんにも何度も打合せに来てい

ただき、先生方が役場などに道具を借りにいきました。多くの方に支え

られ竹あかりを作ることができたことに心から感謝です。本当にありが

とうございました。 

5.6年生が心を込めて作った竹あかり、授業参観時にご覧ください。 

 

（子供たちのお礼の手紙から） 
＊きのうは、本当にありがとうございました。私は、竹あかりを作るには初めてでどうすればいいとか分からなかったとき、優
しく教えてくださり、ありがとうございました。おかげでとてもきれいな竹あかりができました。12月9日に海陸大明神の
お祭りに行くので、ライトアップされた竹あかりを見に行きますね。私たちに竹あかりの楽しさを教えてくださり、ありがと
うございました。 
＊17 日には、竹あかりを作るのを手伝ってくださってありがとうございます。とてもいい作品ができました。それにアドバイ
スをしてくださってありがとうございました。また、本田さんが「たつの」のところをジクソーでしてくださいました。あれは
プロの本田さんにしかできないと思います。ありがとうございました。多くの方が来ていただき、アドバイスやケガがない
ように見守ってくださいました。見守ってくださったおかげで一人もケガをしないですみました。ありがとうございました。
また、させてください。 

役場の図書館に探検に行きました。 
１６日、２年生は、甲佐町の図書館に町探検に行きました。たくさんの

本にわくわくした様子の子供たち。図書館の中を探検し、たくさんの発
見をしました。質問タイムでは、たくさんの質問をしました。また、読
み聞かせもしていただきました。また、図書館でカードを使って本も借
りました。 
２年生の生活科では、体験を通して、学ぶことが大切です。今回の見 

学でも、直接本を借りたり質問をしたりなど、学校では体験できない多 
くのことを学ぶことができました。とても意欲的に活動したと聞いています。 
甲佐町図書館の担当者の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 


